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【 請 求 項 ２ 】
　 通 信 事 業 者 の 事 業 基 準 に 基 づ い て 発 呼 元 電 話 機 に 割 り 当 て ら れ た 電 話 番 号 と 、 発 呼 先 電
話 機 を 特 定 す る た め の 発 呼 先 指 定 情 報 を 含 む 発 呼 信 号 を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、
　 前 記 受 信 手 段 が 受 信 し た 発 呼 信 号 に 含 ま れ る 発 呼 先 指 定 情 報 が 、 あ る 組 織 の 内 部 基 準 に
基 づ い て 当 該 組 織 に 属 す る ユ ー ザ の 電 話 機 に 割 り 当 て ら れ た 内 線 番 号 で あ る か 否 か を 判 別
す る 判 別 手 段 と 、
　 前 記 判 別 手 段 に よ っ て 前 記 発 呼 先 指 定 情 報 が 前 記 内 線 番 号 で あ る と 判 別 さ れ た 場 合 に お
い て 、 当 該 内 線 番 号 を 、 前 記 発 呼 先 電 話 機 に 対 し て 前 記 通 信 事 業 者 の 事 業 基 準 に 基 づ い て
割 り 当 て ら れ て い る 電 話 番 号 に 変 換 す る 変 換 手 段 と 、
　 前 記 変 換 手 段 に よ っ て 変 換 さ れ た 電 話 番 号 を 用 い て 前 記 発 呼 先 電 話 機 を 呼 び 出 す 呼 出 手
段 と

発 呼 先 電 話 機 を 特 定 す る た め の 発 呼 先 指 定 情 報 を 含 む 発 呼 信 号 を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、
前 記 受 信 手 段 が 受 信 し た 発 呼 信 号 に 含 ま れ る 発 呼 先 指 定 情 報 が 、 通 信 事 業 者 の 事 業 基 準

に 基 づ い て 発 呼 元 電 話 機 に 割 り 当 て ら れ た 電 話 番 号 で あ る か 又 は 通 信 事 業 者 の 事 業 基 準 と
は 異 な る 基 準 に 基 づ い て 電 話 機 に 割 り 当 て ら れ た 内 線 番 号 で あ る か を 判 別 す る 判 別 手 段 と
、

前 記 判 別 手 段 に よ っ て 前 記 発 呼 先 指 定 情 報 が 前 記 内 線 番 号 で あ る と 判 別 さ れ た 場 合 に お
い て 、 当 該 内 線 番 号 を 、 前 記 発 呼 先 電 話 機 に 対 し て 前 記 通 信 事 業 者 の 事 業 基 準 に 基 づ い て
割 り 当 て ら れ て い る 電 話 番 号 に 変 換 す る 変 換 手 段 と 、

前 記 変 換 手 段 に よ っ て 変 換 さ れ た 電 話 番 号 を 用 い て 前 記 発 呼 先 電 話 機 を 呼 び 出 す 呼 出 手
段 と

を 備 え た 通 話 シ ス テ ム 。



　 を 備 え た 通 話 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 変 換 手 段 は 、
　 前 記 内 線 番 号 と 、 当 該 内 線 番 号 に 対 応 す る 電 話 機 に 割 り 当 て ら れ て い る 前 記 電 話 番 号 と
を 対 応 付 け て 予 め 記 憶 し た 記 憶 手 段 と 、
　 前 記 発 呼 信 号 に 含 ま れ て い る 内 線 番 号 に 対 応 付 け ら れ て 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る
前 記 電 話 番 号 を 取 得 す る 取 得 手 段 と
　 を 有 し た 請 求 項 １ 記 載 の 通 話 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 発 呼 元 電 話 機 が 、 前 記 発 呼 先 電 話 機 に 割 り 当 て ら れ て い る 内 線 番 号 と 同 一 組 織 の 内
部 基 準 に よ っ て 割 り 当 て ら れ た 前 記 内 線 番 号 に 対 応 す る 電 話 機 で あ る か 否 か を 判 断 す る 判
断 手 段 を 備 え 、
　 前 記 呼 出 手 段 は 、 前 記 判 断 手 段 に よ っ て 前 記 発 呼 元 電 話 機 が 同 一 組 織 の 内 部 基 準 に よ っ
て 割 り 当 て ら れ た 前 記 内 線 番 号 に 対 応 す る 電 話 機 で あ る と 判 断 さ れ た 場 合 に の み 、 前 記 発
呼 先 電 話 機 を 呼 び 出 す
　 請 求 項 １ 記 載 の 通 話 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 判 断 手 段 は 、
　 前 記 内 線 番 号 と 、 当 該 内 線 番 号 に 対 応 す る 電 話 機 に 割 り 当 て ら れ て い る 電 話 番 号 と を 対
応 付 け て 予 め 記 憶 し た 記 憶 手 段 を 備 え て お り 、
　 前 記 受 信 手 段 が 受 信 し た 発 呼 信 号 に 含 ま れ て い る 発 呼 元 電 話 機 の 電 話 番 号 に 対 応 す る 内
線 番 号 が 、 前 記 発 呼 先 電 話 機 に 割 り 当 て ら れ て い る 内 線 番 号 と 同 一 組 織 の 内 部 基 準 に よ っ
て 割 り 当 て ら れ た 前 記 内 線 番 号 と し て 記 憶 さ れ て い る か 否 か に よ り 前 記 判 断 を 行 う
　 請 求 項 記 載 の 通 話 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 発 呼 先 電 話 機 及 び 前 記 発 呼 元 電 話 機 の 双 方 に 前 記 内 線 番 号 が 割 り 当 て ら れ て い る 場
合 に な さ れ た 通 話 に 対 し て は 、 前 記 発 呼 元 電 話 機 或 い は 前 記 発 呼 先 電 話 機 の 少 な く と も い
ず れ か 一 方 に 前 記 内 線 番 号 が 割 り 当 て ら れ て い な い 場 合 に な さ れ た 通 話 と は 異 な る 基 準 で
課 金 処 理 を 行 う 課 金 手 段 を 備 え た
　 請 求 項 １ 記 載 の 通 話 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 異 な る 基 準 は 、 一 定 期 間 一 定 額 の 基 本 料 金 の み を 課 金 す る と い う 基 準 で あ る
　 請 求 項 記 載 の 通 話 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 異 な る 基 準 は 、 前 記 通 話 の 通 話 時 間 に 基 づ い て 定 ま る 通 話 料 金 に 一 定 率 を 乗 じ て 算
出 さ れ る 料 金 を 課 金 す る と い う 基 準 で あ る
　 請 求 項 記 載 の 通 話 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 課 金 手 段 は 、 前 記 組 織 毎 に 前 記 課 金 処 理 を 行 う
　 請 求 項 記 載 の 通 話 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 電 話 機 は 移 動 局 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 通 話 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
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ま た は ２

ま た は ２

４

ま た は ２

６

６

６

ま た は ２

発 呼 先 電 話 機 を 特 定 す る た め の 発 呼 先 指 定 情 報 と を 含 む 発 呼 信 号 を 受 信 す る 受 信 ス テ ッ
プ と 、

前 記 受 信 ス テ ッ プ に お い て 受 信 し た 発 呼 信 号 に 含 ま れ る 発 呼 先 指 定 情 報 が 、 通 信 事 業 者
の 事 業 基 準 に 基 づ い て 発 呼 元 電 話 機 に 割 り 当 て ら れ た 電 話 番 号 で あ る か 又 は 通 信 事 業 者 の
事 業 基 準 と は 異 な る 基 準 に 基 づ い て 電 話 機 に 割 り 当 て ら れ た 内 線 番 号 で あ る か を 判 別 す る
判 別 ス テ ッ プ と 、

前 記 判 別 ス テ ッ プ に お い て 前 記 発 呼 先 指 定 情 報 が 前 記 内 線 番 号 で あ る と 判 別 さ れ た 場 合



　

　
【 請 求 項 １ ２ 】
 通 信 事 業 者 の 事 業 基 準 に 基 づ い て 発 呼 元 電 話 機 に 割 り 当 て ら れ た 電 話 番 号 と 、 発 呼 先 電
話 機 を 特 定 す る た め の 発 呼 先 指 定 情 報 と を 含 む 発 呼 信 号 を 受 信 す る 受 信 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 受 信 ス テ ッ プ に お い て 受 信 し た 発 呼 信 号 に 含 ま れ る 指 定 情 報 が 、 あ る 組 織 の 内 部 基
準 に 基 づ い て 当 該 組 織 に 属 す る ユ ー ザ の 電 話 機 に 割 り 当 て ら れ た 内 線 番 号 で あ る か 否 か を
判 別 す る 判 別 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 判 別 ス テ ッ プ に お い て 前 記 発 呼 先 指 定 情 報 が 前 記 内 線 番 号 で あ る と 判 別 さ れ た 場 合
に お い て 、 当 該 内 線 番 号 を 、 前 記 発 呼 先 電 話 機 に 対 し て 前 記 通 信 事 業 者 の 事 業 基 準 に 基 づ
い て 割 り 当 て ら れ て い る 電 話 番 号 に 変 換 す る 変 換 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 変 換 ス テ ッ プ に お い て 変 換 さ れ た 電 話 番 号 を 用 い て 発 呼 先 電 話 機 を 呼 び 出 す 呼 出 ス
テ ッ プ と
　 を 備 え た 通 話 回 線 制 御 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 発 呼 元 電 話 機 が 、 前 記 発 呼 先 電 話 機 に 割 り 当 て ら れ て い る 内 線 番 号 と 同 一 組 織 の 内
部 基 準 に よ っ て 割 り 当 て ら れ た 前 記 内 線 番 号 に 対 応 す る 電 話 機 で あ る か 否 か を 判 断 す る 判
断 ス テ ッ プ を 備 え 、
　 前 記 判 断 手 段 に よ っ て 前 記 発 呼 元 電 話 機 が 同 一 組 織 の 内 部 基 準 に よ っ て 割 り 当 て ら れ た
前 記 内 線 番 号 に 対 応 す る 電 話 機 で あ る と 判 断 さ れ た 場 合 に の み 、 前 記 呼 出 ス テ ッ プ に お い
て 前 記 発 呼 先 電 話 機 を 呼 び 出 す
　 請 求 項 記 載 の 通 話 回 線 制 御 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 発 呼 先 電 話 機 及 び 前 記 発 呼 元 電 話 機 の 双 方 に 前 記 内 線 番 号 が 割 り 当 て ら れ て い る 場
合 に な さ れ た 通 話 に 対 し て は 、 前 記 発 呼 元 電 話 機 或 い は 前 記 発 呼 先 電 話 機 の 少 な く と も い
ず れ か 一 方 に 前 記 内 線 番 号 が 割 り 当 て ら れ て い な い 場 合 に な さ れ た 通 話 と は 異 な る 基 準 で
課 金 処 理 を 行 う 課 金 ス テ ッ プ を 備 え た
　 請 求 項 記 載 の 通 話 回 線 制 御 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 背 景 の 下 に な さ れ た も の で あ り 、 組 織 の 内 部 に 専 用 の ネ ッ ト ワ ー
ク 設 備 を 設 け る そ の 組 織 に お け る 内 線 番 号 を 用 い て 通 話 が 可 能
な 仕 組 み を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ４ ６ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 上 述 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 発 呼 元 電 話 機 に 割 り 当 て ら れ た 電 話 番 号 と 発 呼 先 電 話
機 を 特 定 す る た め の 発 呼 先 指 定 情 報 と を 含 む 発 呼 信 号 を 受 信 す る と 、 受 信 し た 発 呼 信 号 に
含 ま れ る 発 呼 先 指 定 情 報 が あ る 組 織 の 内 部 基 準 に 基 づ い て 当 該 組 織 に 属 す る ユ ー ザ の 電 話

(3) JP 2003-319427 A5 2005.9.22

に お い て 、 当 該 内 線 番 号 を 、 前 記 発 呼 先 電 話 機 に 対 し て 前 記 通 信 事 業 者 の 事 業 基 準 に 基 づ
い て 割 り 当 て ら れ て い る 電 話 番 号 に 変 換 す る 変 換 ス テ ッ プ と 、

前 記 変 換 ス テ ッ プ に お い て 変 換 さ れ た 電 話 番 号 を 用 い て 発 呼 先 電 話 機 を 呼 び 出 す 呼 出 ス
テ ッ プ と

を 備 え た 通 話 回 線 制 御 方 法 。

１ １ ま た は １ ２

１ １ ま た は １ ２

負 担 を 軽 減 す る と と も に 、



機 に 割 り 当 て ら れ た 内 線 番 号 で あ る か 否 か を 判 別 し 、 こ の 判 別 の 結 果 、 前 記 発 呼 先 指 定 情
報 が 前 記 内 線 番 号 で あ る と 判 別 さ れ た 場 合 に は 、 当 該 内 線 番 号 を 前 記 発 呼 先 電 話 機 に 対 し
て 前 記 通 信 事 業 者 の 事 業 基 準 に 基 づ い て 割 り 当 て ら れ て い る 電 話 番 号 に 変 換 し 、 変 換 さ れ
た 電 話 番 号 を 用 い て 前 記 発 呼 先 電 話 機 を 呼 び 出 す 。 従 っ て 、 電 話 番 号 と は 異 な る 内 線 番 号
が 割 り 当 て ら れ て い る 電 話 機 を そ の 内 線 番 号 を 用 い て 呼 び だ す こ と が で き 、 各 々 の 組 織 専
用 の ネ ッ ト ワ ー ク 設 備 を 設 置 す る そ の 組 織 に お け る 内 線 通 話 が
可 能 と な る 。
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負 担 を 軽 減 す る と と も に 、
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